
こ
の
よ
う
な
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
役
割
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
機

能
的
か
つ
豊
か
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
な
が
ら
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
役
割
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
機

能
的
か
つ
豊
か
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
な
が
ら
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
を
着
実
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
基
本
方
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の

整
備
に
関
す
る
重
要
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
基
本
方
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整

備
に
関
す
る
重
要
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

一

背
景

一

背
景

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
五
十
年
代
に
か
け

て
の
児
童
生
徒
急
増
期
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
建
築
後
四
十
年
以
上
を
経
過
し
た
校
舎
等
が
保
有
面
積
の
約
六
割
を
占
め
る
な
ど
老
朽
化
が
極
め
て
深
刻

な
状
況
に
あ
り
、
老
朽
化
し
た
施
設
で
は
、
外
壁
の
落
下
や
構
造
体
の
強
度
低
下
等
の
安
全
面
の
不
具
合
や
各

種
機
能
面
の
不
具
合
が
生
じ
、
児
童
生
徒
等
の
生
命
の
安
全
を
脅
か
し
か
ね
な
い
重
大
な
事
故
が
発
生
す
る
危

険
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
老
朽
化
対
策
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
の
児
童
生

徒
急
増
期
に
建
設
さ
れ
た
大
量
の
校
舎
等
が
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎
え
、
建
築
後
二
十
五
年
以
上
を
経
過
し
た

校
舎
等
が
保
有
面
積
の
約
八
割
を
占
め
る
な
ど
老
朽
化
が
極
め
て
深
刻
で
あ
り
、
対
策
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
老
朽
施
設
に
お
い
て
は
、
外
壁
の
落
下
や
構
造
体
の
強
度
低
下
等
の
安
全
面
の
不
具
合
や
各

種
機
能
面
の
不
具
合
が
生
じ
、
児
童
生
徒
等
の
生
命
の
安
全
を
脅
か
し
か
ね
な
い
重
大
な
事
故
が
発
生
す
る
危

険
性
が
高
い
。
ま
た
、
台
風
や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
は
じ
め
と
し
た
感
染
症
の
発
生
等
か
ら
児
童
生
徒
等
の
生
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
老
朽
化
対
策
と
と
も
に
、
災
害
時
に
地
域
の
避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
た
防
災

機
能
の
強
化
や
衛
生
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
も
図
り
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

防
災
対
策
の
観
点
で
は
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
構
造
体
の
耐
震
化
や
吊
り
天
井

等
の
落
下
防
止
対
策
は
概
ね
完
了
し
て
い
る
も
の
の
、
構
造
体
の
耐
震
化
等
が
未
完
了
で
あ
る
施
設
も
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
当
該
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
吊
り
天
井
以
外
の
非
構
造
部
材

の
耐
震
対
策
の
実
施
率
は
七
割
程
度
で
あ
る
た
め
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
点
検
・
耐
震
対
策
の
更
な
る
加
速
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
お
け
る
構
造
体
の
耐
震
化
や
吊
り
天
井（
照
明
器
具
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
等
高
所
に
設
置
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
耐
震
対
策
は
概
ね
完
了
し
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
対
策
が
未
だ
に
完
了
し
て
い
な
い
施
設
が
一
部
に
残
っ
て
お
り
、
一
刻
も
早
く
完

了
さ
せ
る
こ
と
が
引
き
続
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
ほ
か
、
吊
り
天
井
以
外
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
の
実
施

率
は
五
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
速
や
か
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
近
年
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
い
る
こ
と
や
国
内
の
夏
の
平
均
気
温
が
上
昇
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
熱
中
症
対
策
も
含
め
て
地
域
の
避
難
所
や
防

災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

老
朽
化
対
策
や
防
災
機
能
の
強
化
、
耐
震
対
策
等
の
整
備
は
、
国
土
強
靱
化
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
各
地
方
公
共
団
体
が
策
定
す
る
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に
基
づ
い
て
、
他
の
防
災
・
減
災
等
の
た
め

の
施
策
と
も
整
合
性
の
あ
る
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、「
第
１
次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」（
令
和
七
年
六
月
六
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、

学
校
施
設
の
安
全
確
保
、
教
育
活
動
等
の
早
期
再
開
、
避
難
所
等
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
耐
災
害
性

強
化
が
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
引
き
続
き
、
地
方
公
共
団
体
が
策
定
す
る
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
も
踏
ま
え
、
他
の
防
災
・
減
災
等
の
た
め
の
施
策
と
も
整
合
性
の
あ
る
施
設
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

教
育
の
質
の
確
保
の
観
点
で
は
、
新
し
い
時
代
の
学
び
と
し
て
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
一
体

的
充
実
に
向
け
、
多
様
な
教
育
活
動
や
少
人
数
に
よ
る
指
導
、
一
人
一
台
端
末
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
の

活
用
に
必
要
と
な
る
施
設
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
教
育
条
件
の
改
善
に
向
け
、
急
速

に
進
行
す
る
少
子
化
等
を
踏
ま
え
、学
校
施
設
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
検
討
を
行
う
こ
と
や
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
学
校
と
他
の
公
共
施
設
と
の
複
合
化
・
共
用
化
等
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
と
な
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
教
育
活
動
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
少
人
数
に
よ
る
指
導
や
一
人
一
台
端
末
環
境
を
支
え
る
教
室
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
等
も
安
心
し
て
学
習
・
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
や
空
気
調
和
設
備
の
設
置
、
地
球
温
暖
化
等
の
環
境
問
題
に
対
応
す
る
た
め

の
エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
等
の
社
会
的
要
請
に
も
応
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
、
多
様
な
特
性
等
を
有
す
る
児
童
生
徒
が
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
、
整
備
内
容
の
性
質
を
踏

ま
え
つ
つ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
手
法
に
よ
り
民
間
資
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
な
ど
、
主
体
的
に
公
立
の

義
務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
効
率
的
・
効
果
的
な
施
設
整
備
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
手
法
に
よ
り
民
間
資
金
等
を

活
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
り
、
整
備
内
容
の
性
質
を
踏
ま
え
つ
つ
、
積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
各
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
、
主
体
的
に
公
立
の
義

務
教
育
諸
学
校
等
施
設
の
整
備
の
計
画
的
な
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
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